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日本の現状を医療費と高齢化率でみてみると，医療費は，平成 25 年 2.2％，26 年 1.8％，平成
27 年 3.8% と年々増加傾向を示し（厚生労働省　医療費の動向（11），日本の総人口は，平成 28
（2016）年 10 月 1 日現在，1億 2,693 万人となっている。そのうち 65 歳以上の高齢者人口は，
3,459 万人となり，総人口に占める割合（高齢化率）も 27.3％と増加している。WHOと国連の




占める割合は，平成 24 年 13.7％，平成 25 年 14.2 ％，平成 26 年 14.5 ％，平成 27 年 15.2％，平











佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 48 号（2020 年 3 月）
―  17  ―








































定されている看護師養成カリキュラムである通常カリキュラムは 97 単位 3000 時間以上となっ
ている（表 1）が，本稿では研究対象とした多職種連携教育実施校（以下A校とする）は 102
単位 3120 時間のカリキュラムになっている。内訳は，基礎分野 13 単位，専門基礎分野 22 単位，
専門分野Ⅰ 13 単位（実習 3単位含む），専門分野Ⅱ 39 単位（実習 16 単位含む），統合分野 15
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る。老年援助論Ⅲの感覚器疾患看護の授業時間数 14 時間 7コマを連携授業に変更することに
なった。A校は 102 単位 3,120 時間と通常カリキュラムと比べて時間数が多く，さらに科目立て
をして取り入れることは難しい。感覚器疾患看護の授業をなくした理由は，看護師国家試験で
の出題数が少ない感覚器疾患看護よりも看護基礎教育から多職種連携教育を実践する方が重要





















成 29 年 6 月 17 日，7月 1日の 2日間に 90 分 4 コマの授業を 2日に分けて実施した。授業参加
学科は，A校看護学科 82 名，B校医療情報管理士学科 41 名，視能訓練士学科 35 名，理学療法



















して平成 29 月 3 月より毎月 1回会議を開催した。会議の内容としては，授業の構成や必要な教
佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 48 号（2020 年 3 月）
―  21  ―
材作成，グループ分け等意見を出し合い，各資料作成については担当者を決めて進めた。
2．連携授業の実際
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日時：平成 29 年 6 月 17 日，7月 1日の 2日間　授業開始前と授業終了後
対象：A校 3年課程看護科 2年生 79 名　（男子学生 15 名，女子学生 64 名）
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調査方法：①質問紙を用いたアンケート調査（IPE 分野で学習者の反応の側面から評価するた
めに開発された調査用紙　the Readiness for Interprofessional Learning Scale（以下，RIPLS と
する）日本語版（2）を用いて実施した（表 2）。アンケートの回答を統計学的解析は SPSS24.0 を




A校看護学科 79 名の学生（女子学生 64 名・男子学生 15 名）に配布した。年齢は，19 歳か





「専門性」とした（表 3）。その結果を受け，4つの因子別に t 検定を行った。「チームワークと
連携」については，授業開始前は平均値53.253，標準偏差5.917であった。授業後は平均値58.127，
表 2　 RIPLS 日本語版（2）
看護専門学校における医療系学科との連携授業の効果（清岡美和子）
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標準偏 8.720 であった。t 検定の結果，有意差が認められた（t（78）＝ 4.887, p ＜ .001）（表 4）。
「他職種理解」については，授業開始前は平均値 11.911，標準偏差 1.876 であった。授業後は平
均値 12.329，標準偏 3.189 であった。t 検定の結果， 有意差が認められなかった（t（78）＝ 1.517, 
p ＞ .001）（表 4）。「連携するための自己スキル向上」については，授業開始前は平均値 3.924，
標準偏差 0.572 であった。授業後は平均値 4.295，標準偏 0.824 であった。t 検定の結果，有意差
が認められた（t（78）＝ 4.292, p ＜ .001）（表 4）。「専門性」については，授業開始前は平均値
5.709，標準偏差 1.156 であった。授業後は平均値 5.291，標準偏 1.868 であった。t 検定の結果有
意差が認められた（t（78）＝ 2.521, p ＜ .005）（表 4）。全体での結果は，授業開始前は平均値
74.797，標準偏差 7.298 であった。授業後は平均値 79.987，標準偏 12.06 であった。t 検定の結果
有意差が認められた（t（78）＝ 4.887, p ＜ .001）（表 4）。
表 3　回転後の成分行列
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2. 連携授業後の自由記述の結果
アンケートの「連携授業を受講して感じたこと」に対して記述された内容をテキストファイ
ルの各行に 1 件ずつ入力された自由記述をKH Coder（3） を用いて前処理を実行し，文章の単純
集計を行った。その結果，82 の段落，201 の文が確認された。総抽出語数（分析対象ファイル
に含まれているすべての語の延べ数）は 5260，異なり語数（何種類の語が含まれていたかを示
す数）は 643 であった。抽出された頻出語の内の上位 30 語とその出現頻度（表 5）と，共起
ネットを使用して出現パターンの似通った語（すなわち共起の程度が強い語）を線で結んだネッ
トワークを描いた（図 1）。なお，分析にあたっては，出現数による語の取捨選択に関しては最
小出現数を 15 に設定し，描画する共起関係の絞り込みにおいては描画数を 60 に設定して作成
した。KJ 法を使って分類すると 55 件に分かれた。良かったことに関することは 38 件，改善に
関することは 17 件であった。良かったことに関することの内訳は，他の専門職種への理解　22
件，相互理解 4件，チーム医療の必要性 8件，専門性 3件，その他 1件であった。改善に関す





















順位 語 頻度 順位 語 頻度 順位 語 頻度
1 職種 86 11 専門 23 21 学科 18
2 思う 53 12 大切 23 22 良い 17
3 連携 45 13 学ぶ 22 23 それぞれ 16
4 自分 41 14 援助 21 24 たくさん 15
5 意見 34 15 考える 21 25 勉強 15
6 知識 28 16 授業 21 26 違う 14
7 視点 27 17 情報 21 27 知れる 14
8 患者 26 18 感じる 19 28 分かる 14
9 看護 24 19 他 19 29 行う 13
10 知る 24 20 理解 19 30 事例 13
図 1　テキストマイニングでみた連携授業で感じたこと
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表 6　授業後アンケートの自由記述　1
表 7　授業後アンケートの記述　2
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員の方々にサポートをして頂きながら，会議や教材準備・開発を進めることができ，平成 29 年
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